
資産見返運営費交付金 59¶953¶367 イ）固定資産の取得額： 59¶953¶367

機械及び装置 0

工具器具備品 52¶750¶367

無形固定資産仮勘定見返運営
費交付金

5¶486¶814 ウ）特許出願に要する弁理士費用： 5¶486¶814

}運営費交付金の振替額の積算根拠

計 3¶239¶678¶895

会計基準第81第３項による振替額 0

合 計 3¶239¶678¶895

構築物 0

車輌運搬具 0

ソフトウェア 2¶835¶000
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預託金 0

運営費交付金で実施する事業と自己収入で実施する事業とに分けております。
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建物 4¶368¶000

^ 運営費交付金債務残高の明細 （単位：円）

交 付 年 度 運 営 費 交 付 金 債 務 残 高 残 高 の 発 生 理 由 及 び 収 益 化 等 の 計 画

平 成 23 年 度 費用進行基準を採用した業務
に係る分

131¶123¶119 〇費用進行基準を採用した業務は、当法人における全ての業務。

〇運営費交付金債務残高は、人員減により残となった人件費残131¶123¶119円です。

〇翌事業年度に繰り越した運営費交付金債務残高のうち人件費残については、翌々事業年度において収益化する予定
です。

平 成 24 年 度 費用進行基準を採用した業務
に係る分

124¶721¶105 〇費用進行基準を採用した業務は、当法人における全ての業務。

〇運営費交付金債務残高は、人員減により残となった人件費残45¶242¶867円と年度を跨ぐ事業費残79¶478¶238円（海外
出張旅費、棚卸資産など）です。

〇翌事業年度に繰り越した運営費交付金債務残高のうち、事業費残については翌事業年度、人件費残については翌々
事業年度において収益化する予定です。

施 設 費 の 明 細
（単位：円）

区 分 当 期 交 付 額
左 の 会 計 処 理 内 訳

摘 要
資 本 剰 余 金 施 設 費 収 益 そ の 他

施 設 整 備 費 補 助 金 44¶110¶500 28¶689¶458 15¶421¶042 `

計 44¶110¶500 28¶689¶458 15¶421¶042 `

補 助 金 等 の 明 細
（単位：円）

区 分 当 期 交 付 額
左 の 会 計 処 理 内 訳

摘 要
資産見返補助金等 収 益 計 上

平成24年度海外農業農村開発促進調査等補助金 154¶431¶503 0 154¶431¶503

計 154¶431¶503 0 154¶431¶503
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